参考資料

大会及びイベント開催における体制について

・「主催（しゅさい）」は、行事やイベントなどを中心となって行う個人や団体、機関のことです。 例えば製薬会社が催し物を開いたのであれば、主催者は製薬会社であり全ての責任をおいます。 

・「主管（しゅかん）」は、ある仕事中心となって管轄・管理をすることです。 催し物においては、主催者に運営を委託され、運営の実務を行う企業や団体のことをいいます。 主催者と同様に、トラブルが起きた場合などは責任をおいます。
 
・「共催（きょうさい）」は、一つの催しを二つ以上の団体が共同で行うことです。 主催が一つの団体の場合は、「主催」、二つ以上ある場合は「共催」と使い分けます。

・「協賛（きょうさん）」は、催し物などの趣旨に賛同して協力することです。 催し物の趣旨に賛成し、その実現のために金銭的な援助や、人や物サービスを提供するなどして助けるスポンサーが協賛にあたります。 

・「協力（きょうりょく）」は、催しものが成功するように力を合わせることです。 例えば、催し物を行う場所や物品を提供するなど特定の役割を担うことをいいます。 

・「後援（こうえん）」は、後ろで援助することです。 催し物においては、資金の援助を行うこともありますが主にイベントの信頼性を高めるために企業や公的な機関が名前を貸したり、広報活動を支援することをいいます。

